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地域自治センターだより

丸子地域行事イベント予定（4月～5月）

    4月2日・3日・9日・10日
   信州国際音楽村　すいせん祭り2022

信州丸子義仲祭り〔春の陣〕
 4月 3日 大河ドラマ「鎌倉殿の13人」スペシャルトークショー
   in 信州上田 ～木曽義仲挙兵の地・丸子～
  17日 安良居神社「春祭り」

 5月 27日 第50回まるこ春秋学園開講式

発行 ● 丸子地域自治センター　〒386-0492 上田市上丸子1612番地　電話42-3100　FAX43-3666　E-mail mtiiki@city.ueda.nagano.jp　　印刷 ● ㈲大和印刷
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Proud!
Japan

復興を支援しよう

本紙に掲載しているイベント等は、
新型コロナウイルス感染症の状況で
中止や延期となる場合があります。

まるこフォトコンテスト「撮るまる」
最優秀賞   池田 吉則 様 『静寂に包まれて』

　表紙の写真は、丸子観光協会で、丸子地域の観光地の魅力と自然の美しさをテーマとして作品を募集
したフォトコンテスト「撮るまる」の最優秀賞に選ばれた作品です。
　世界に誇れるワイン用ぶどう畑であるシャトー・メルシャン椀子ヴィンヤード。星空にワイナリーの
明かりの色彩が絶妙にマッチしている作品です。
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綿
谷
教
育
委
員
か
ら

      

主
催
者
あ
い
さ
つ

記
念
品
贈
呈

成人式実行委員の皆さん

み
や    

ざ
わ
　      

く   

れ    

あ 

　成
人
式
は
、
人
生
の
大
き
な
節

目
で
あ
り
ま
す
。
本
日
は
大
人
と

し
て
の
門
出
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
育
て
て
い
た

だ
い
た
家
族
を
は
じ
め
、
苦
楽
を

共
に
し
て
き
た
友
人
、
時
に
は
厳

し
く
指
導
し
、
優
し
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
た
恩
師
や
地
域
の
方
々

の
お
か
げ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
成

人
式
を
迎
え
た
今
、
改
め
て
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

　私
ど
も
の
中
に
は
す
で
に
働

い
て
い
る
者
、
学
業
に
励
ん
で

い
る
者
と
置
か
れ
た
状
況
は
異

な
り
ま
す
が
、
新
成
人
と
し
て

の
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
胸
に
、

社
会
人
と
し
て
の
責
任
あ
る
行

動
を
心
が
け
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
け
る
よ
う
日
々
精
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

御
指
導
、
御
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　1
月
9
日（
日
）、丸
子
文
化
会

館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
丸
子

地
域
の
上
田
市
成
人
式
を
開
催
し

ま
し
た
。上
田
市
全
体
で
の
新
成

人
は
１
，５
２
１
人
、
う
ち
丸
子

地
域
は
１
９
９
人
で
、こ
の
日
は

１
５
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、小
中
学
校
時
代
を

振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
や
恩
師
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ

れ
、会
場
は
温
か
い
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、マ
ス
ク
着
用

や
検
温・消
毒・座
席
指
定

等
の
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

上
田
市
丸
子
地
域

成
人
式
実
行
委
員
会
委
員
長

マ
ー
メ
ッ
ト
・
ダ
ン
カ
ン
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（長
瀬
）

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

　私
た
ち
は
今
日
「
大
人
へ
の
第

一
歩
」
を
踏
み
出
す
わ
け
で
あ
り

ま
す
が
、皆
さ
ん
は
、自
分
が
「
大

人
に
な
っ
た
」
と
い
う
実
感
は
も

う
湧
い
て
い
ま
す
か
。
私
は
、
中

身
は
ま
だ
ま
だ
一
人
前
の
大
人
に

は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
今

の
率
直
な
気
持
ち
で
す
。

　今
ま
で
勉
強
も
部
活
動
も
、
ひ

と
り
で
頑
張
っ
て
い
た
よ
う
な
気

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の

人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
で

き
て
い
た
の
だ
と
、
今
だ
か
ら
こ

そ
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
私
の

こ
と
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
は
そ
の
方
々
に

恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
勉
学
に
励

み
、
社
会
に
出
る
者
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
の
あ
る
人
間
に
な
れ
る

よ
う 

精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　宮 

澤  

玖
玲
亜
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（長
瀬
）

成
人
代
表「
誓
い
の
こ
と
ば
」

令
和
4
年 

上
田
市 

成
人
式
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こ
ん
に
ち
は
！
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
小
林
で

す
！
今
回
は
椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
中
で
最
も

新
し
い
畑
で
あ
る「
お
伊
勢
山
」の
周
辺
に
つ
い
て

お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　「
お
伊
勢
山
」は
、天
下
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

隣
に
位
置
し
、昨
年
初
め
て
植
栽
し
た
畑
で
す
。

今
年
も
、地
域
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、植

栽
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
、
お
伊
勢
山
の
畑
は
、
伊
勢
社
に
近
い

部
分
ま
で
造
成
を
行
い
、
拡
張
す
る
予
定
で
い

ま
す
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
か
ら
は
少
し
離
れ
た
お
伊

勢
山
の
畑
で
す
が
、
浅
間
山
や
千
曲
川
を
パ
ノ

ラ
マ
で
楽
し
め
る
素
敵
な
場

所
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
お
近
く
を
通
ら
れ
る
際

は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
周
辺
と

は
ひ
と
味
違
う
景
色
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
素
晴
ら
し
い
景
観
に
囲

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
椀
子

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
大
き
な
魅

力
の一
つ
で
す
。
見
学
に
来

ら
れ
た
お
客
様
が
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
持
ち
で
そ
の

雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
陣
場
台
地
を
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
皆
様
と一緒

に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

MARIKO
Winery

椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
だ
よ
り

ま
り      

こ

Vol.6

【
ワ
イ
ナ
リ
ー
近
況
】

 

ぶ
ど
う
畑
の
景
観
に
つ
い
て

お
し
え
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
長
！
　

Q 

ワ
イ
ン
を
樽
で
育
成
し
て
い
る
間
、ど
ん
な

作
業
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

A 

赤
ワ
イ
ン
は「
滓
引
き
」と
い
う
作
業
を
行

い
ま
す
。ワ
イ
ン
は
、発
酵
が
終
わ
る
と
、

液
体
と
固
形
分（
酵
母
等
の
沈
殿
物
：

滓
）と
に
分
離
し
ま
す
。滓
引
き
は
、こ
の

下
に
沈
殿
し
た
滓
を
取
り
除
き
、上
澄
み

を
別
の
樽
に
移
し
替
え
る
作
業
で
す
。滓

引
き
を
し
て
、減
っ
た
ワ
イ
ン
を
入
れ
る
作

業
を
目
注（
又
は
補
酒
）と
い
い
ま
す
。

　
　
白
ワ
イ
ン
は
バ
ト
ナ
ー
ジ
ュ
と
い
う
作
業
を

行
い
ま
す
。こ
ち
ら
は
滓
を
取
り
除
く
の

で
は
な
く
、滓
と
ワ
イ
ン
と
を
攪
拌
す
る

作
業
で
、酵
母
の
中
に
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ

酸
を
、ワ
イ
ン
の
中
に
移
行
さ
せ
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
バ
ト
ナ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と

で
、香
り
や
味
わ
い
に
よ
り
複
雑
性
を
持

た
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
　
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、こ
の
よ
う
な
作
業

を
冬
の
時
期
に
ぶ
ど
う
の
樹
の
剪
定
作
業

と
並
行
し
な
が
ら
４
月
く
ら
い
ま
で
行
い
、

そ
の
後
ボ
ト
リ
ン
グ
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

バトナージュ作業を行う小林ワイナリー長

　毎年恒例の「鹿教湯温泉　氷灯ろう夢祈願」
の開催に合わせ、今年は「こたつバル」が初
めて登場しました。
　1月6日～ 2月26日の期間中「木・金・土
曜日」に開催されました。利用された皆さんは、
ライトアップされた文殊堂や冬の雪景色の幻想的
な雰囲気の中、テント内の暖かいこたつに入り、バルセットのドリン
クや料理を楽しんでいました。

文殊堂境内にグランピングテントが登場！～こたつバル～

水辺だより 地域の宝
 ～水辺環境を保護しましょう～

問 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会事務局（地域振興課内）　電話42-1011／有線24510

　委員会において募集しました「川の絵・川の写真」の応募作品の展
示を、令和3年12月に丸子中央病院様で開催したところ、児童の絵が
素晴らしく、地域の環境保全に貢献したとして同院の丸山 和敏理事長
様より「丸子中央病院特別賞」が贈られることになりました。
　受賞したのは、塩川小5年生の豊田 大晴さんの「千曲川と上田のシ
ンボル赤い橋」と柳沢 瑠華さんの「きれいな依田川」です。
　1月15日に表彰式が行われ、2人に賞状と図書券が贈られました。
　応募作品の展示を、3月25日まで丸子ファーストビル1階フリースペー
ス（午前10時～午後5時）で開催しますので、ぜひご覧ください。

とよ  だ　   だい   は

やなぎさわ    る    か

（前列右から）柳沢さん、豊田さん
（後列右から）丸山理事長、宮田委員長

め 

つ 

ぎ                        

ほ   

し
ゅ

か
く   

は
ん

お
り   

び
き



4

丸子地域自治センターだより  第85号

　「民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、
地
域

の
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

暮
ら
し
を
見
守
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

丸
子
地
域
で
は
64
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
３
人
は
、
児
童
福
祉
を
専
門
に

担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
で
す
。

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民

の
一
員
と
し
て
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
、
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱
え
る

方
々
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
を
し
て
い
ま
す
。

№20安心して暮らせる地域づくり

地域を見守る
民生委員・児童委員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期

は
、
令
和
元
年
12
月
1
日
か
ら
令
和
4
年

11
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。
委
員
に

着
任
し
た
直
後
の
令
和
2
年
2
月
頃
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
流
行
が
始

ま
り
、
以
前
の
よ
う
な
訪
問
活
動
が
難
し

皆さんは、生活上の心配ごとや困りご
と、子育てや介護の不安などを抱えて
いませんか？
今回は、誰もが安心して暮らせる地域
づくりのために活動している「民生委
員・児童委員」について紹介します。

く
な
っ
た
り
、
情
報
共
有
の
場
で
あ
る
月

1
回
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
の

地
区
定
例
会
が
中
止
に
な
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
人
と
ふ
れ
あ
い
に
く
い

日
々
の
中
、
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

次
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
地
域
を
見
守
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

●児童登校時の
見守りや声掛け

●ウォーキング
しながら
地域の見守り

●コロナワクチン
接種予約の確認、説明
予約のお手伝い

●畑や外出先で
声かけ

●電話や手紙、
メールで連絡

●「相談は電話で」
との手紙を
ポストに投函

●訪問は距離を
とって短めに

地域リハビリテーション活動には民生委員・児童委員も参加しています。

民生委員・児童委員研修ではグループに分かれて事例学習を行いました。

問 市民サービス課（福祉担当）
　 電話42-1118 ／有線24474
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1人暮らしの高齢者が訪問を楽

しみに待っていてくれる姿を

見ると、この役を受けてよかっ

たと思います。楽しそうに話

す姿、高齢者の元気な姿を見

られることがうれしいです。

対面を重ねるごとに信頼して
いただき「来てくれると安心
できる」「話ができて楽しかっ
た」「頼りにしているよ」と
の言葉をもらい、地域の一員
として役立てる実感が沸き、
うれしかったです。

困っている方に対し「相談す
る」ことの大切さを伝えまし
た。地域の方の悩みや相談を
関係機関へ相談し、問題解決
につながり感謝されたときは
うれしかったです。

留守が続き連絡が取れ なかった一人暮らしの方から「入院していた」と連絡がありました。訪問で話をし「心配している人が いる」とわかってもらえてよかったです。

交通安全運動期間中の街頭指
導で、子どもたちと元気な声
であいさつを交わすと、すが
すがしい朝を迎えられます。
子どもたちが日々成長する姿
に感動します。

生まれも育ちも地域外、地域

と付き合いがない中で役を受

けました。訪問を重ね、地域

行事へ積極的に参加すること

で少しずつ信頼していただけ

るようになり、役を受けてよ

かったと思います。

講演会、福祉施設の視察研修
などに参加し、自分をスキル
アップすることができまし
た。訪問を通じて、人生の先
輩である高齢者から農作業や
社会のことなど教えていただ
くことも多いです。

見守り対象の方が死去。ご家族

からいただいた感謝の言葉に胸

が熱くなりました。生前に故人

と交わした人生訓は、大きな財

産になりました。この役をやっ

てよかったと思います。

「雪かきが大変」との相談に対して、友人が「行ってやるよ」と言ってくれました。人とのつながりのおかげで問題が解決し、地域の人情の厚さに嬉しさを感じました。

話し相手になるだけでも高齢
者の心の安らぎになるのだと
思い、伺うたびに「頑張ろう」
と気力が沸きます。この仕事
にやりがいを感じています。

大変なこともありますが、やりがいを持って
活動しています。介護や子育ての不安など
心配なことがありましたら、お気軽にご相談
ください。

   上田市民生児童委員協議会
  丸子地域会長

古川 友枝さん

声
民生委員・児童委員の

よかった！ うれしかった！



　
今
年
も
「
木
曽
義
仲
信
州
丸
子

会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
桜
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
４
月
７
日
頃
に
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
義
仲
桜
を
始
め
と
し
た
幻
想
的

な
桜
の
風
景
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
御
嶽
堂
地
区
の
景
勝
地
、
岩
谷
堂
の
大
岩
壁
中
腹
に
龍
洞
山
宝
蔵
寺
が

あ
り
ま
す
。
通
称
、
岩
谷
堂
の
観
音
様
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

有
名
な
一
柳
三
体
の
観
音
様
の
伝
説
を
も
ち
、
本
尊
は
聖
観
音
、
信
濃
三

十
三
観
音
霊
場
の
第
二
十
三
番
札
所
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
木
曽
義
仲
公
が
馬
で
駆
け
上
が
っ
た
と
さ
れ
る

「
馬
大
門
」
と
名
木
「
義
仲
桜
」
が
あ
り
ま
す
。

　「
宮
ノ
越
の
館
」
を
離
れ
「
依
田
館
」
に
逗
留
し
て
い
た
義
仲

公
は
、
平
家
打
倒
の
兵
を
挙
げ
た
時
、
戦
勝
祈
願
の
た
め
、
岩
谷

堂
の
観
音
様
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
正
面
の
石
段
を
上
が
ら

ず
、
脇
参
道
の
急
坂
を
、
馬
で
い
っ
き
に
駆
け
上
が
り
、
山
門
前

に
到
着
し
ま
し
た
。

　
こ
の
お
話
か
ら
、
脇
参
道
は
「
馬
大
門
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
義
仲
桜
」
は
、
義
仲
公
が
こ
の
時
、
山
門
前
の
し
だ
れ

桜
の
幼
木
に
、
自
分
の
馬
を
繋
い
だ
と
も
、
義
仲
公
手
植
え
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
約
８
０
０
年
た
っ
た
今
で
も
、
毎
年
春

に
は
美
し
く
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
、人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

馬
大
門
と
義
仲
桜

　
木
曽
義
仲
公
は
、地
元
の
豪
族
で
あ
る
依
田
氏
、

丸
子
氏
、長
瀬
氏
が
迎
え
入
れ
、丸
子
地
域
に
逗
留

し
な
が
ら
挙
兵
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
丸
子
に
逗
留
し
て
い
た
約
２
年
半
、依
田
城
跡
、

義
仲
の
舘
跡
、
そ
し
て
義
仲
公
に
仕
え
る
女
性
武

者
・
巴
御
前
の
お
歯
黒
の
池
な
ど
、
木
曽
義
仲
公

に
ま
つ
わ
る
史
跡
等
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

丸
子
に
史
跡
が
多
く
存
在

義
仲
桜
ま
つ
り

義
仲
桜
ま
つ
り

令和４年は
義仲イヤー

岩谷堂観音
義仲桜
馬大門

岩谷堂と義仲桜のライトアップ！
4月7日頃から4月下旬頃まで（予定）

（桜の開花状況により変更あります。）
       義仲祭りについて、詳しくはこちら⇒

問 信州丸子義仲祭り実行委員会事務局　電話42-1041

信州丸子義仲祭り〔春の陣〕
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図書館だより ～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～

カブトムシの館長さん 丸子地域自治センターだより  第85号
丸子図書館の
QRコードは
⬅ こちら

大変な今だからこそ、コロナに負けない図書館を！

7

　新型コロナウイルスの第６波が全国的に猛威をふるう中で、１月以降、まん延防止
等重点措置の適用に伴い、全県下が「レベル６」とされ、日常生活にも大きな影響が
出ています。
　丸子図書館でも市内が「レベル５」となった段階から椅子の削減や学習室利用、主
催講座等が休止となったほか、「レベル６」では休館とはならないものの、新聞や新
刊雑誌の閲覧等を中止したほか机の撤去も行い、館内の滞在は最長30分とさせてい
ただいております。
　皆様には大変なご不便をおかけすることとなり誠に恐縮ですが、引き続き安全安心
にご来館いただけるよう、換気や館内消毒等によるコロナ対策を徹底してまいります。
　なお、貸出後の図書を自分で除菌できる図書除菌機を設置しましたのでご利用下さい。

当地丸子を含む挙兵の地などが
点在する中部地方や京都まで攻
め上った北陸地方も含め、「木
曽義仲」ゆかりの地は全国に存
在します。著者は歴史的記録が
少なく伝承が中心となる「義仲
伝説」を辿る中で、地域毎の特
色を見出しながら体験記として
各地を紹介しています。

子どもの頃から仲睦まじ
く過ごし、成人してから
は女武者として共に戦
い、京を追われた木曽義
仲に最後まで付き従おう
とした巴御前の生涯を、
温かみのある挿し絵と語

りでまとめています。巻末に掲載された解説も端的でわ
かりやすく、大人でも読みやすい絵本となっています。

題　名 「巴御前」
文／牛丸 仁
絵／ますだ ちあき

◆ 司書のおススメ本 ◆ 図書館スタッフが「木曽義仲」に関連するおススメ本を2冊紹介します。

●利用時間／平日9時から22時まで（事前に許可を受けていれば土日祝日も利用できます。)　
●施設使用料について／原則有料ですが、社会教育の目的の活動は減免になる場合があります。減免基準の見直しにより
　　　　　　　　　　　令和４年度から新基準による運用が始まります。詳細は、公民館までお問合せください。

話題の人物について学習してみませんか？
●日時／4月15日(金)、4月26日(火)全2回　　午前10時～ (講演100分程度)
●場所／丸子公民館
●講師／桜井　松夫氏(元上田市文化財保護審議会会長)
●演題／1回目「木曽義仲の生涯－その栄光と挫折－」
　　　　2回目「義仲が信濃・丸子にもたらした明と暗」

●対象／どなたでも
●定員／先着30名
●料金／無料
●申込／3月23日(水)以降、
　　　　丸子公民館へ電話で

解　説／澤頭 修自　　　　
発行所／株式会社 郷土出版社

題　名 「木曽義仲に出会う旅」
著　者／伊藤 悦子
発行所／株式会社 新典社

信州丸子義仲祭り〔春の陣〕

みんなが輝く場所「公民館」をご利用ください！

信州上田学　歴史を哲学シリーズ第2弾　100分 de 木曽義仲を知る！連続講座

丸 子 公 民 館 だ よ り

問 丸子地域教育事務所  社会教育係　電話42-3147／有線24722

問 丸子図書館　電話42-2414／有線24602
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丸子 令和４年 / 2022 年 ３月 発行

地域自治センターだより  第85号

●
本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
と
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

－次号の丸子地域自治センターだよりは、令和4年５月に発行予定です。－

申込み、詳しい内容については施設へお問い合わせください。　　問 クアハウスかけゆ　電話44-2131／有線29762

クアハウスかけゆ　イ ベ ン ト 情 報

●水慣れからクロール・背泳ぎの初歩から完成を目指します。
　対　　象／小学生・定員10名【要予約】
　開催日時／3月20日(日)、4月17日（日）、5月15日（日）
　　　　　　午前10時30分 ～ 11時30分
　※入館料（500円）の他に受講料100円がかかります。
　　大人付き添い入館100円

●平泳ぎコース（基本から完成を目指します。）
　対　　象／小・中学生・定員10名【要予約】
　開催日時／3月27日(日)　午前10時30分 ～ 11時30分
　※入館料（500円）の他に受講料300円がかかります。
　　大人付き添い入館100円

こども水泳アドバイス

　長野県立大学グローバル教養ゼミでは、丸子地
域にゆかりのある「木曽義仲」に関する史跡等の
情報発信や、地域資源を活用した地域おこしを
テーマに研究しています。

　今年度は鹿教湯温泉の「さいとう菓子工房」とコラボし、学生
がデザインした義仲公と巴御前をイメージしたうさぎのキャラク
ターを描いたケーキ箱の懸け紙やゴム印などを制作し、2月3日
（木）同店に学生がお届けしました。
　学生たちは、丸子地域のPR動画も制作。
市ホームページで公開していますので、ぜ
ひご覧ください。

問 丸子体育協会事務局（丸子総合体育館内）　電話27- 9400／ 担当：小林

丸子体育協会加盟団体は14団体、丸子スポーツ少年団は8団体が各種スポーツを楽しんでおります。
新しい仲間づくり、体力づくり、スポーツを楽しんでみませんか？
お気軽にご参加ください。詳細については丸子体育協会事務局までお問い合わせください。

① 軟式野球部
② 丸子弓道会
③ バレーボール部
④ 丸子テニス協会
⑤ 丸子ソフトテニスクラブ
⑥ 丸子早起野球連盟
⑦ 丸子ソフトボール協会
⑧ 丸子卓球連盟

⑨ 丸子婦人バレーボール連盟
⑩ 柔道部
⑪ 丸子マレットゴルフクラブ
⑫ 丸子ビーチボールバレー協会
⑬ まるこグラウンド・ゴルフ協会
⑭ 丸子ふわっとテニス協会

① 腰越ＪＳＣ（陸上）
② 丸子塩川（バレーボール）
③ 丸子つゆくさ剣道
④ 丸子ＪＴＴ（卓球）
⑤ 丸子ＪＢＣ（軟式野球）
⑥ 丸子北少年野球（軟式野球）
⑦ 塩川少年野球（軟式野球）
⑧ 丸子北クラブ（中学生軟式野球）

丸子体育協会加盟団体（14団） 丸子スポーツ少年団（8団）

丸子体育協会加盟団体、丸子スポーツ少年団 参
加
者
募
集
中
‼

義仲うさぎと巴うさぎで地域活性化
～長野県立大学生がPRグッズ制作～

市ホームページ

　本紙に掲載しているイベント等は、新型コロナウイルス
感染症の状況で中止や延期となる場合があります。


